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語文化論叢』第 6 号、2002 年）で報告した、受講者が各自で選んだ読み物を
講読する活動を組み込んだ授業である。ここでは、専門分野に限定した時間外










て開講している。英語科目には「英語 I」・「英語 II」・「英語 III」の 3 つがあり、
「英語 II」は「英語 I」、「英語 III」は「英語 II」の学力をそれぞれ前提とする
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1 コマ 90 分×15 週で 2 単位）の修得で必修単位を満たすことができる。たと





















































 (1) 講読した日時と時間 
 (2) 目標と実際の講読箇所 
 (3) 読み方のパターンと工夫 
 (4) 講読のペース（1時間あたりのページ数・行数） 










 出席確認／ノート提出／記事配付…5 分 
 記事講読（学生）／ノート確認（教員）…40 分 
 課題講読に関するフィードバック…5 分 
 小テスト…10 分 
 前回小テスト返却・解説…10 分 






























 (1) 授業時間外の講読に取り組むことで、自律的に英語を読み、必要な情報 
  を自ら読み取る力を身につける。 
 (2) 専門分野に関連する語彙・表現、さまざまな文体・形式に触れることで 
  英語文献を読む基礎力を養う。 
 (3) 読み物の内容や自分の関心、与えられた時間や条件により、読み方やペ 
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限）が 20 名に設定されているが、実際の受講者は 15 名前後のことが多いので、






































 (1) 読み物と専門分野との関わり、読み物の選択方法 
 (2) 講読する時間の設定（決まった曜日・時間帯、空き時間を活用、など） 
 (3) 読み方のパターン（「速読→単語調べ→重要箇所の精読→再読」など） 
 (4) 読み方の工夫とその効果 
 (5) 良い変化、困っていること 
 (6) 印象に残った内容や英語の表現 












































○2 年になって全く英語に触れる機会がなく、3 年 4 年の専門英語でついてい











ですが、それ以上になったような気もします。（2008 年度後期木 4／まとめ） 
○読まなければならない時間があるため、英語に接する機会が増えて、それな





○定期的に英文を読む習慣がついた。（2008 年度後期月 5／アンケート） 

















と、英語って案外読める、と思えたこと。（2006 年度前期火 1／まとめ） 
○受験以降、落ちていた読解力が戻ってきた。専門に関する本を読むよい機会
だと思う。（2008 年度後期木 4／アンケート） 
○読解力の回復、向上。読書の習慣化。（2008 年度後期木 4／まとめ） 
○いろんな文章を読むことで、英語の力がついたと思う。（2008 年度後期月 5
／アンケート） 
○記事特有の読み方が少し身についた。（2008 年度後期月 5／アンケート） 
○英語を読むのが楽になってきました。続けて読むことで英語に慣れてくるの
















○英語の読み物を読むのに抵抗がなくなった。（2008 年度後期木 4／まとめ） 
○他の授業と違って自分の関心のあるものを読めるので、英語が苦手な自分で
もそれほど苦痛ではありませんでした。文を読むスピードが少し速くなったと







たくなる。（2008 年度後期木 4／アンケート） 
○英語が以前ほど苦痛でなくなった。（2008 年度後期木 4／アンケート） 
○英語はあまり得意ではなかったが、英語 II の授業は苦手意識を持たずに乗り
切れた。（2008 年度後期木 4／まとめ） 









い。（2008 年度後期月 5／アンケート） 










○読み物の強制がないのがとてもよい。（2008 年度後期月 5／アンケート） 
○自分の興味のある分野の読み物を読める。（2008 年度後期木 4／アンケート） 
○自分の専門分野につながる物を課題として読んでいいので、興味がわき、取






て文章に接することができた。（2006 年度後期月 5／まとめ） 
 

































れしい。（2007 年度前期火 1／まとめ） 
○毎週、専門的な読み物に触れられるのでよい。将来、論文を読んだりするの
に役立つと思う。（2008 年度後期月 5／アンケート） 
○やはり専門用語は訳しにくかったですが、自分の将来に関係のある内容だっ












































すという能力も身につく。（2007 年度前期火 1／アンケート） 
○読みものを探すときの読み方で速読が身についた。記事から選んでいるので、











○英英辞書を使うようになった。（2008 年度後期木 4／まとめ） 
○「英英辞書で調べる」ことで、単語を書き出さなくても、単語が覚えやすく



























った。（2008 年度後期木 4／アンケート） 

































内訳で 100 点満点の総合点を算出し、評価を行っている。 
 
 記事内容の小テスト（4 点満点×12 回）：48 点 
 課題講読の記録（4 点満点×12 回）：48 点 






















2006 年度前期火 1：19 名（1 年：4 名、2 年：12 名、3 年：2 名、4 年：1 名） 
2006 年度後期月 5：14 名（1 年：7 名、2 年：2 名、3 年：3 名、4 年：2 名） 
2007 年度前期火 1：16 名（1 年：1 名、2 年：14 名、3 年：1 名） 
2007 年度後期月 5：16 名（1 年：14 名、2 年：2 名） 
2008 年度前期月 5：13 名（1 年：3 名、2 年：9 名、3 年：1 名） 
2008 年度後期月 5：12 名（1 年：11 名、3 年：1 名） 
2008 年度後期木 4：10 名（1 年：6 名、2 年：2 名、3 年：2 名） 
2009 年度後期水 4：17 名（すべて 2 年）※医学類 2 年次優先の授業 
2009 年度後期木 3：12 名（1 年：6 名、2 年：3 名、4 年：3 名） 
 
